
���������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�������������������������������������������������� �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

	






















































































































































































広報伊丹■２０２５（令和７）年３月１５日 第１５３８号（４）

市立伊丹
ミュージアム

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のイベント・講座春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春のイベント・講座
特集

市立伊丹ミュージアムは春のイベント・講
座などを開催します。春の訪れとともに、新
しい出会いや学びの機会が溢れています。心
躍る講座やイベントに参加し、ワクワクする
体験をしてみませんか。問い合わせは市立伊
丹ミュージアム℡７７２-５９５９へ。

工
芸
講
座

◆
①
工
芸
実
技
講
座

手
織
講
座

「
手
織
の
あ
る
暮
ら
し
を
楽
し
む
」

（
写
真
①
）

４
月
１５
日
〜
７
月
１

日
の
午
前
１０
時
半
（
全
１４
回
）。

▽
内
容
�
初
心
者
は
基
礎
織
り
か

ら
学
び
、
経
験
者
は
自
由
に
制
作
す

る
▽
定
員
�
１６
人
▽
受
講
料
�
４
万

９
千
円
（
材
料
費
別
）。

◎
②
工
芸
特
別
講
座
「
銀
箔
七
宝
で

作
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
６
枚
花
の
ブ
ロ

ー
チ
」（
写
真
②
）

４
月
２６
日
㈯

・
２９
日
㈷
の
午
後
１
時（
全
２
回
）。

▽
内
容
�
自
由
に
カ
ッ
ト
し
た
銀

し
っ
ぽ
う
ゆ
う
や
く

箔
を
貼
り
付
け
、
好
み
の
七
宝
釉
薬

で
ブ
ロ
ー
チ
と
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
る

▽
定
員
�
１０
人
▽
受
講
料
�
７
千
円
。

◎
③
工
芸
特
別
講
座
「
ま
ゆ
の
糸
と

り
体
験
」（
写
真
③
）

５
月
３
日

㈷
午
前
１０
時
半
。
か
い
こ

▽
内
容
�
蚕
の
ま
ゆ
を
使
っ
て
生

糸
の
糸
と
り
と
真
綿
の
紡
ぎ
を
体
験

▽
定
員
�
１６
人
▽
受
講
料
�
４
千
５００

円
。

◎
④
工
芸
実
技
講
座

銅
版
画
講
座

「
簡
易
リ
ト
グ
ラ
フ
」（
写
真
④
）

５
月
１０
日
〜
６
月
２８
日
の
土
曜
午
前

１０
時
半
（
全
８
回
）。

▽
内
容
�
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま

で
楽
し
め
る
版
画
講
座
▽
定
員
�
１６

人
▽
受
講
料
�
１
万
９
千
６００
円
（
材

料
費
別
）。

◎
⑤
工
芸
実
技
講
座

デ
ッ
サ
ン
講

座
「
と
こ
と
ん
描
こ
う

デ
ッ
サ
ン

＆
水
彩
画
」（
写
真
⑤
）

５
月
１５

日
〜
７
月
１０
日
の
木
曜
午
前
１０
時
半

（
全
８
回
）。

▽
内
容
�
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
を
学

ぶ
▽
定
員
�
１６
人
▽
受
講
料
�
１
万

６
千
円
（
材
料
費
別
）。

◎
⑥
工
芸
実
技
講
座

陶
芸
講
座

「
し
の
ぎ
と
面
取
り
技
法
で
器
を
つ

く
る
」（
写
真
⑥
）

５
月
２１
日
〜

６
月
１１
日
の
水
曜
午
後
２
時
（
全
４

回
）。▽内

容
�
マ
グ
カ
ッ
プ
や
ス
ー
プ

カ
ッ
プ
な
ど
の
器
を
つ
く
る
▽
定
員

�
１６
人
▽
受
講
料
�
８
千
円
（
材
料

費
別
）。

＊

＊

�
①
④
⑤
⑥
３
月
１６
日
②
③
２３
日

か
ら
電
話
で
同
館
℡
７７２
・
５
５
５
７

（
午
後
１
時
か
ら
直
接
も
可
）
へ
。

先
着
順
。

俳
句
イ
ベ
ン
ト
・
講
座

◆
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日
に
投
句
を

毎
月
１９
日
を
「
伊
丹
一
句
（
１９
）
の

日
」
と
し
形
式
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自

由
な
俳
句
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
間
は
、
３
月
１９
〜
２１
日
。

無
料
。
特
選
・
入
選
者
に
は
賞
品

あ
り
。
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投

句
で
き
ま
す
。

◎
「
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日
」
句
会

ラ
イ
ブ
を
開
催

３
月
１８
日
㈫
午
後

２
〜
４
時
（
投
句
締
め
切
り
は
午
後

２
時
）。

▽
内
容
�
酒
に
関
わ
る
自
由
な
俳

句
２
句
を
投
句
（
用
紙
は
受
付
時
配

布
）
▽
参
加
料
�
千
円
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

◎
第
３５
回
鬼
貫
顕
彰
俳
句
（
一
般
の

お
に
つ
ら

部
）
募
集

俳
人
の
上
島
鬼
貫
を
顕

彰
す
る「
鬼
貫
賞
」の
俳
句
を
募
集
。

募
集
作
品
は
未
発
表
の
雑
詠
２
句
１

組
（
１
人
何
組
で
も
投
句
可
）。

８
月
２
日
㈯
に
同
館
で
鬼
貫
顕
彰

俳
句
大
会
と
表
彰
式
を
開
催
。

投
句
料
２
句
１
組
千
円
（
定
額
小
為

替
可
）。

�
投
句
用
紙
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
か
縦
書
き

４００
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
左
ペ
ー
ジ
に

作
品
を
、
右
ペ
ー
ジ
に
住
所
・
氏
名

・
俳
号
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ふ
り

が
な
と
と
も
に
書
い
て
）
を
４
月
３０

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
直
接
か
郵

送
で
〒
６６４
・
０
８
９
５
宮
ノ
前
２
―

５
―
２０
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
鬼
貫
顕
彰
俳
句
担
当
宛
て
）
へ
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
９
５
９
。

◆
か
き
も
り
文
化
カ
レ
ッ
ジ
「
か
き

も
り
俳
句
コ
ー
ス
」

４
月
２２
日
〜

来
年
３
月
の
火
曜
午
後
２
時
（
全
９

回
）。▽内

容
�
句
会
を
メ
イ
ン
に
し
た

俳
句
実
作
講
座
▽
対
象
・
定
員
�
高

校
生
以
上
３０
人
▽
参
加
料
�
一
般
２

千
円
、
大
学
・
高
校
生
千
円
。

◎
か
き
も
り
文
化
カ
レ
ッ
ジ
講
読
コ

は
い
ぶ
ん

ー
ス
①
「
俳
文
に
親
し
む
ー
芭
蕉
の

門
人
た
ち
を
中
心
に
」

４
月
２６
日

〜
来
年
３
月
２８
日
の
土
曜
午
前
１０
時

半
（
全
１０
回
）。

▽
内
容
�
そ
ば
や
唐
辛
子
、
山
芋

な
ど
身
近
な
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
江
戸
時
代
の
文
章
を
読
み
解
い
て

い
く
講
座
▽
対
象
・
定
員
�
高
校
生

以
上
３０
人
▽
参
加
料
�
一
般
２
千

円
、
大
学
・
高
校
生
千
円
。

◎
か
き
も
り
文
化
カ
レ
ッ
ジ
講
読
コ

ー
ス
②
「
鬼
貫
の
オ
ス
ス
メ
ー
１００
句

を
よ
む
」

５
月
２
日
〜
来
年
３
月

６
日
の
金
曜
午
後
１
時
半
（
全
１０

回
）。▽内

容
�
俳
人
・
鬼
貫
が
生
涯
に

詠
ん
だ
句
か
ら
選
出
し
た
１００
句
を
読

み
楽
し
む
講
座
▽
対
象
・
定
員
�
高

校
生
以
上
３０
人
▽
参
加
料
�
一
般
千

円
、
大
学
・
高
校
生
５００
円
。

＊

＊

�
４
月
４
日
か
ら
電
話
で
同
館
℡

７７２
・
５
９
５
９
へ
。
先
着
順
。

イ
ベ
ン
ト
・
企
画
展

ア

イ

ム

◆
I
/
M
で
お
茶
の
世
界
を
満
喫
！

２
０
２
５
ー
春
の
茶
会
と
煎
茶
道
公

開

日
時
や
内
容
な
ど
は
次
の
通

り
。【

①
春
の
茶
会
】
４
月
１２
日
㈯
午

前
１１
時
半
〜
午
後
４
時
、
日
本
庭
園

で
抹
茶
と
生
菓
子
を
楽
し
む
。

【
②
煎
茶
道
公
開
】
１３
日
㈰
午
後

１
〜
４
時
、
旧
石
橋
家
住
宅
１
階
で

て
ま
え

点
前
を
見
学
（
煎
茶
を
提
供
）。

▽
定
員
�
一
度
に
①
１２
人
②
５
人

▽
参
加
料
�
①
８００
円
②
無
料
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。

◎
お
燗
を
つ
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

５
日
㈯
正
午
・
午
後
２
時
半
、
旧
石

橋
家
住
宅
で
。

か
ん
ざ
け

燗
酒
を
試
飲
し
な
が
ら
、
燗
酒
の

作
り
方
や
日
本
酒
の
知
識
を
学
ぶ

（
ア
テ
を
提
供
）。

▽
対
象
・
定
員
�
２０
歳
以
上
各
８

人
▽
参
加
料
�
各
６
千
円
（
日
本
酒

と
平
盃
は
持
ち
帰
り
可
）。

�
同
館
へ
。
先
着
順
。

フ

ェ

イ

バ

ー

ズ

◎
企
画
展
「
f
a
v
o
r
s
〜
工
芸

作
家
お
気
に
の
国
〜
」関
連
企
画「
韓

国
伝
統
工
芸
の
韓
紙
工
芸
で
手
鏡
作

り
体
験
」（
写
真
⑦
）

５
月
６
日

㉁
午
前
１０
時
半
・
午
後
２
時
。

▽
定
員
�
各
８
人
▽
参
加
料
�
各

２
千
４００
円
。

�
３
月
３０
日
か
ら
電
話
で
同
館

へ
。
先
着
順
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
９
５
９
。

市立伊丹ミュージアム
ホームページ

市立伊丹高商業科 Cafe Felicitá

カ フ ェ フ ェ リ チ タ

市立伊丹高商業科によるカフェ「Cafe Felicitá」を開催します。
ドリンクのほか、高校生が発案・開発した菓子やパンなどオリジナル商品を
販売します。
【日時】３月２２日㈯・２３日㈰の午前１０時半～午後４時
【会場】市立伊丹ミュージアム内旧石橋家住宅１階カウンター・和室

市立伊丹ミュージアム℡７７２-５９５９、市立伊丹高校℡７７２-２０４０

ア

イ

ム

開
催
中
の
「
Ｉ
／
Ｍ

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
展

は
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

誇
る
収
蔵
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

で
、
美
術
・
歴
史
・
工
芸
・
俳
諧

の
各
分
野
の
名
品
、
約
１９０
点
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
「
色
彩
の
魔
術
師
」

ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
の
『
電
気
の

精
』
の
リ
ト
グ
ラ
フ
（
石
版
画
）

は
、
１
９
３
７
年
の
パ
リ
万
国
博

覧
会
の
た
め
に
描
か
れ
た
壁
画
を

再
構
成
し
た
も
の
で
、
４
月
に
開

催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
に
ち

な
ん
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

ラ
ウ
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
は
、
フ
ラ

ン
ス
を
代
表
す
る
画
家
で
、
同
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
国
博

覧
会
で
、
パ
リ
配
電
会
社
が
出
展

し
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の
広
さ
６００
平
方

㍍
に
も
及
ぶ
大
壁
画
に
『
電
気
の

精
』
を
描
き
ま
し
た
。

一
般
公
開
さ
れ
る
と
た
ち
ま
ち

評
判
と
な
り
、
こ
の
壮
大
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
た
デ
ュ
フ
ィ

は
、
後
世
に
残
る
傑
作
を
生
ん
だ
功

績
が
称
え
ら
れ
、
翌
年
レ
ジ
オ
ン
・

ド
ヌ
ー
ル
勲
章
オ
フ
ィ
シ
ェ
を
受
け

ま
し
た
。

万
博
閉
幕
後
、
壁
画
は
発
注
者
パ

リ
配
電
会
社
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た

の
ち
、
１
９
６
１
年
に
開
館
し
た
パ

リ
市
立
近
代
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
も
常
設
展
示
さ
れ
、
そ

の
輝
く
よ
う
な
色
彩
で
人
び
と
を
魅

了
し
続
け
て
い
ま
す
。

同
館
が
所
蔵
す
る
作
品
は
こ
の
壁

画
を
１０
分
の
１
の
サ
イ
ズ
に
縮
尺
し

て
再
構
成
し
た
１０
枚
組
の
リ
ト
グ
ラ

フ
で
、
限
定
数
だ
け
が
発
行
さ
れ
た

貴
重
な
も
の
で
す
。

リ
ト
グ
ラ
フ
は
平
ら
な
版
画
に
油

性
分
を
含
ん
だ
イ
ン
ク
で
描
い
た
画

を
そ
の
ま
ま
紙
に
印
刷
で
き
る
印
刷

技
術
の
こ
と
で
、
本
作
は
筆
致
や
モ

チ
ー
フ
な
ど
に
細
か
い
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
デ
ュ
フ
ィ
が
イ
メ
ー
ジ
す

る
軽
や
か
な
線
と
色
は
忠
実
に
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ガ
リ
レ
オ
や
ダ
ビ
ン
チ
な

ど
科
学
技
術
の
発
明
と
発
展
に
貢
献

し
た
１０８
人
の
科
学
技
術
者
た
ち
や
、

電
気
に
よ
っ
て
変
化
す
る
人
々
の
暮

ら
し
、
そ
し
て
電
気
の
歴
史
を
美
し

く
駆
け
抜
け
る
「
電
気
の
精
」
な
ど

が
描
か
れ
、「
近
代
生
活
に
お
け
る

芸
術
と
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ

リ
万
博
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
Ｉ
／
Ｍ

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
展
は
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
３
月
２３
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
（
左
記
事
参
照
）。
是
非
デ
ュ

フ
ィ
の
描
く
「
輝
く
よ
う
な
色
彩
で

唱
わ
れ
た
人
類
の
叡
智
と
進
歩
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
９
５
９
。

パ
リ
万
博
で

生
ま
れ
た
傑
作

ラウル・デュフィ「電気の精」よりⅠ～Ⅲ
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【日時】３月２３日㈰まで
【内容】「博覧会・旅・春」をテーマに美術・工芸・歴史・俳諧俳句の各分野
の名品や、初公開となる作品と資料約１９０点を紹介
【観覧料】▷一般＝４００円▷大学・高校生＝３００円▷小・中学生＝２００円
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